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潰瘍性大腸炎患者腸液中のサイトメガロウイルス DNA PCR 診断と病理診断および血中 CMV 

antigenemia との比較 
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 研究要旨：潰瘍性大腸炎における CMV 腸炎の合併においては病理診断での感度が低く、感度の高い検

査法が求められている。腸液 CMV DNA PCR 法は比較的低侵襲で簡便な検査である。病理診断に対して、

同診断法と血中 CMV antigenemia 法を比較したところ、腸液 CMV DNA PCR 法が感度にて血中 antigemenia

法を大きく上回った。このことは他検査法で検出できない CMV 腸炎の合併を検出できる可能性を示した

と考えられる。一方で特異度はやや低く、偽陽性に関しては慎重な検討が必要である。 
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A. 研究目的 

 潰瘍性大腸炎における CMV 腸炎は病理診断

を確定診断としているが、感度が低く確定診

断に至らないことも多いため、感度の高い診

断法が求められている。腸液中の CMV DNA PCR

法は侵襲性も高くなく、簡便な検査法である。

同検査法と病理診断、血中 CMV antigenemia

と比較することにより同検査法の有用性を検

討することを目的とした。  

 

B. 研究方法 

 下部消化管内視鏡検査を施行し、腸液を

採取した 57 例を対象とし、対象症例におい

て病理診断が採取された 31 例、血中 CMV 

antigenemia が採取された 19 例を比較し、病

理診断に対する腸液中 CMV DNA PCR 法と血中 

CMV antigenemia 法での感度、特異度を比較

した。なお、研究に当たっては検体に独自に

ナンバリングを行い、患者情報が同定できな

いように配慮した。 

 

C. 研究結果 

 病理診断に対する腸液 CMV DNA PCR 法の感

度は 100% 特異度 71%、血中 CMV antigenemia

法の感度は 25% 特異度 89%であった。 

 

D. 考察 

病理診断に対する感度において腸液 CMV DNA 

PCR法が血中antigemenia法を大きく上回った。

腸液CMV DNA PCR 法は他診断法では検出されな

いCMV腸炎を検出できる可能性を有しているが、

特異度は比較的低く、偽陽性に関して今後十分

に検討する必要があると考えられた。 

 

E. 結論 

 腸液 CMV DNA PCR 法は潰瘍性大腸炎に合併

する CMV 腸炎検出の有用な検査法となる可能

性を有している。 
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